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補足資料 

■本研究について 

 本研究は、東海光学株式会社 脳科学推進室・室長 鈴木雅也、同副主務 熊谷直也と、自然科学研究

機構 生理学研究所 柿木隆介 教授、乾幸二 准教授（兼任）の共同研究グループにより行われまし

た。本研究の一部は、内閣府革新的研究開発推進プログラム（山川義徳プロジェクトマネージャー）

のプロジェクトの一環として行われました。プロジェクトの詳細は以下です。 

 

内閣府 革新的研究開発推進プログラム（ＩｍＰＡＣＴ※） http://www.jst.go.jp/impact/ 

プログラム・マネージャー ： 山川 義徳 

研究開発プログラム ：    脳情報の可視化と制御による活力溢れる生活の実現 

研究開発課題 ：       ニューロテイラーメイド 

研究開発責任者 ：      乾 幸二 （自然科学研究機構 生理学研究所） 

鈴木 雅也 （東海光学株式会社） 

研究期間 ：         平成２７年５月～平成３１年３月 

 

本研究開発課題では、ニューロテイラーメイドによる新市場の創造を目指して、脳計測手法及び量

産可能な簡易脳計測装置の開発を行っています。 

※ 「ＩｍＰＡＣＴ；Impulsing Paradigm Change through Disruptive Technologies Program」とは、実現すれば産業や社会の

あり方に大きな変革をもたらす革新的な科学技術イノベーションの創出を目指し、ハイリスク・ハイインパクトな挑戦的研究開

発を推進することを目的として創設されたプログラムです。 

 

 

用語補足 

注1) 遮光眼鏡 

 遮光眼鏡は羞明の軽減を目的として、可視光のうちの一部の波長の透過を抑制する眼鏡です。レン

ズの分光透過率曲線が公開されていることが要件になっています。（関連 HP： 

http://www.eyelifemegane.jp/） 

 

注2) 視覚誘発脳磁界（ＶＥＦｓ） 

視覚誘発磁界（ＶＥＦｓ：Ｖｉｓｕａｌ ｅｖｏｋｅｄ ｍａｇｎｅｔｉｃ ｆｉｅｌｄｓ）は、

視覚刺激に伴う神経活動由来の電流変化を磁界変化として記録するものです。通常、背景脳波（自発

脳活動）に比べて視覚誘発磁界は得られる信号が非常に小さいため、加算平均などを用いて刺激と無

関係な背景脳波の影響を小さくすることで計測します。 

 

注3) 脳磁図（ＭＥＧ） 

脳磁図（ＭＥＧ：Ｍａｇｎｅｔｏｅｎｃｅｐｈａｌｏｇｒａｐｈｙ）は、神経細胞の興奮に伴って

流れる電流による磁界変化を計測するものです。ミリ秒単位・ミリメートル単位の時間・空間分解能

で、脳の活動を知ることができます。 
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注4) 多信号源解析 

 多信号源解析は、脳磁図で計測したデータが複数の電流双極子（ダイポール）を用いて説明できる

ことを仮定して、複数の信号源（活動）の様子を分析する方法です。 

 

注5) 一次視覚野（Ｖ１） 

 一次視覚野（Ｖ１）は後頭葉の鳥距溝の周りに位置する初期視覚野であり、外側膝状体を経由した

網膜からの視神経の情報を受け取る領域です。 

 

注6) 紡錘状回（ＦＧ） 

 紡錘状回（ＦＧ：Ｆｕｓｉｆｏｒｍ ｇｙｒｕｓ）は、一次視覚野側方の腹側経路下部にある高次

視覚野で、顔認知の領域として知られる他、色や形、質感の認知などにも関連すると考えられている

領域です。 

 

注7) 網膜電図（ＥＲＧｓ） 

 網膜電図（ＥＲＧｓ：Ｅｌｅｃｔｒｏｒｅｔｉｎｏｇｒａｍｓ）は、光刺激によって網膜付近から

発生する電気的活動です。網膜から一次視覚野に向かってどのように情報が伝わったかを解析するこ

とができます。 

 

注8) 簡易脳波計 

脳波（ＥＥＧ）注9)は、ドライ電極やアクティブ電極の技術が確立されつつあることから実社会で脳

情報を取得する手段として有望です。しかしながら、脳波は空間分解能が低いこと、産業応用目的で

は高密度の電極配置は現実的でないこと、頭（脳）の大きさや脳溝の向きは個人により様々であるこ

と、などから簡易脳波計を実用化するためにはまだ課題があります。そこで本研究開発課題では、簡

易脳波計の装置開発も進めています。 

（参考：２０１６年９月２９日 https://www.jst.go.jp/pr/announce/20160929/index.html） 

 

注9) 脳波（ＥＥＧ） 

脳内には数億の神経細胞があり、脳の情報処理はその神経細胞が興奮することにより行われていま

す。脳波（ＥＥＧ：Ｅｌｅｃｔｒｏｅｎｃｅｐｈａｌｏｇｒａｐｈｙ）は、神経細胞の興奮に伴って

流れる電流活動を頭表に配置した電極で電位差として記録するものです。ミリ秒単位の時間分解能で

脳の活動を知ることができます。 

 


